セミナー委員会より

中映協セミナー委員会では、今後のセミナー開催に向けて、皆様の意見を大いに参考にしていきたいと思います。皆様のご協力も、よろしくお願いいたします。

中映協セミナー ドキュメンタリー「ヤクザと憲法」　2016.9.1
－セミナー参加者 51名　懇親会参加者32名－
以下アンケート結果です。（アンケート回収　34名）

1, 全体の印象

・興味深い内容で参考になった。（10）

・ダイジェストの映像があり講義にリンクし易かった。（3）

・テレビ版、劇場版を観たい。（4）

・現場が一番。管理する側（部長職）はどう対応したのか、また東プロとしてどう対応してきたか知りたい。（1）

・ダイジェスト版からでは今ひとつセミナーとして深く入れなかった。（1）
・暴対法の対処について等、参考になった。（2）
・東海テレビさんのドキュメンタリーを作る意気込みに感心した。（1）
・作品の裏側はよくわかったが、セミナーとして何を伝えたかったのか。（1）

・このテーマはプロダクションの看板ではなく、放送という公然の力だと感じた。（1）
・技術というよりは制作観点なのかな？と思った。（1）
・ドキュメンタリーは、より深い配慮が必要ということを再認識した。（1）
・ヤクザを取材するにあたり賭博のシーンは放送されているが組への影響はなかったか。（1）

・大手のヤクザ社会とは違うだろうが、一面の実情が見えた。（1）

・反社会的ネタによくチャレンジできた。（1）

・映画制作にすることを初めから決めて取り組んでいるのがよくわかる。（1）

・「ヤクザは怖いもの」という印象が、セミナー後そこまで悪いイメージではなくなった。（1）

 2, 良かった点

・講師の中根さんの話が上手で面白く聴けた。（9）

・現場に行っていた撮影スタッフの声が聴けるのは貴重。（5）

・特殊なテーマだと思うので、この作品を選択した事自体が良かった。（6）

・ディレクターからのストレートな質問に、普通に答えるシーン。取材時の苦労はあっただろうがそれを感じさせないのがよかった。（2）
・取材に関して、一貫してこだわったところがよくわかった。（4）
・出演者やそのまわりへの配慮は、参考になった。（1）

・音は聴きやすかった。そのための工夫を聞きたい。（1）

・ヤクザ寄りの作品になった（1）
・「ヤクザのいい人アピール」というのではなくしっかりとヤクザの現状が描かれていて私たちの想像通りの部分と想像以上に怖かった部分があり興味深く見ることができた。（1）
・撮影方法、こだわりがよくわかった。（3）
・取材相手との距離感及び撮影の意図、経緯を詳しく知ることができた。（6）
・普段から目をそらしがちな事柄に対しての向き合い方について深く考えさせられた。（1）

・3つの約束を絶対原則として取材できたこと。（1）

・取材対象者と親しくなったとのことだが、画面からは馴れ合い感がなくよかった。ドキュメンタリーは気持ちの距離感が一番大切だと思う。（1）
・後半の質疑応答がとても分かり易かった。（1）

・90分という長さはちょうどよかった。今後のセミナーもこのくらいのボリュームで回数を増やして開催したらどうか。（1）
・初動を撮るために、ループレックを使用したり、XD CAMで報道と同じように撮影したりと自分の表現方法の幅が広がった。
 3, 改善すべき点

・今回の作品を事前にフルサイズで視聴して参加したかった。（6）

・作品・プロフィールに、使用機材や携わった人数などの情報が欲しい。（1）
・ディレクターの話も聴きたい。（4）
・音にこだわって撮影したとのことだが、声が聞き取りにくいシーンが多い。（1）

・視聴者が置き去りになった感がある。現場のニーズを汲み取った内容にして欲しい。（1）
・ドキュメンタリーのカメラマンと言えども、講師として人前で話すのに謙虚な姿勢が必要ではないか。Tシャツに腕組はいかがなものか。（1）
・こだわった音声の話、撮影後の印象の変化をもう少し聞きたかった。映画で4万人の入場者が入る高評価を受けた要因が何だったのか－講師の考えが聞きたかった。（1）

・ヤクザを擁護しているのか撲滅を支持しているのかの明確な意図を表現できたらと思う。（1）
・作品すべては観なくてもよいが、1～2シーンを編集無しで観たかった。今後のメディアのあり方を考えていきたい。（1）
・ドア越しの音だけの表現で終わったシーンは惜しい。ドアを開けて入って撮影する決断が欲しい。（1）
・暴対法や「しのぎ」など、事前知識として知っておくべき事柄について少し解説を入れて欲しかった。（1）

 4, 今後のセミナーで取り上げて欲しいテーマ 
・ドローン撮影　各社の取組と現状（2）

・ドキュメンタリー制作のノウハウ－社内的な組織の作り方や工夫－（1）
・ドキュメンタリー：一般人があまり携われないような人々への密着（1）
・音声に焦点をあわせたドキュメンタリー（1）
・若い現場の人たちが興味を持ち、その成長にプラスとなるセミナー（1）
・４Kや8K　RAW収録について・編集目線の話（3）
・カメラマンの現場体験（2）
・特殊機材について（1）

・SNSとのメディアの向き合い方（1）　

・Facebook　インスタグラムの写真使用への配慮（1）

・現場の苦労話（1）

・CM制作における撮影技術やグレーディングなど（1）

・大手のヤクザの実情取材（1）

・一般の方も参加できるといい。（1）

・歩きスマホ（技術の進歩と問題）（1）

・「引きこもりがヤクザになる」という言葉が興味深かったので、次回があれば、是非そこに焦点を当てて講演してほしい。（1）

